歴史地震研究会2015年度　第5回幹事会議事録
日時：2016年4月25日（金）17：00～19：40
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、内田篤貴、岡村健太郎、林豊、石辺岳男（以上、幹事）、北原糸子、諸井孝文（以上、監査役）
１．財政委員会
1)　新規入会者の承認

　内田財政委員長から、三田薫氏の入会申請について報告があり承認した。その結果、現在の会員数は309名となった。
2) 人と防災未来センターからの依頼。
　歴史地震研究会32回大会予稿集19ページについて複製利用の申請があり承諾した。
2． 編集出版委員会
1) 「歴史地震」編集状況報告
　査読中・修正中2件、掲載決定21件、未投稿0件となり、5月9日に入稿予定である。発行部数470部、5月末日発行のスケジュールで進めている。
・掲載料について
　カラー口絵を掲載する投稿者には1ページあたり22,000円を請求する。標準ページ数を超過した原稿が数件あるが、いずれも編集の都合上必要なものや依頼原稿であるため、超過ページ料は徴収しない。
2) 歴史地震研究会会誌編集規定の見直しについて
編集規定の一部が実情に合わないため、以下の点について修正することが編集委員長から提案され了承された。
1. オンラインジャーナルを正式化したことに伴う変更
2. 著者の役割が未定義である不備
3. 査読対象の記事で投稿者に事故ある時の対応
4. 原稿の受付拒否についての基準設定
5. ファンド・著者・査読者間の利害関係対策についての条項整備
6. 掲載料のルールに関する条項の整備
7. 実情に合わせた変更
(1) 使用言語の明確化
(2) 編集規定の変更権限が幹事会にあることの明示
(3) 講演要旨と訂正の刷上り時の標準分量の設定
(4) 「報告」の構成の簡素化
(5) 種別変更時の編者注についての説明
(6) 査読者を1名とする要件の修正
3． 広報委員会
ホームページの情報更新を行った。
メーリングリストmushaのアドレス変更（1名）を行った。
歴史関連の学会へ大槌大会の案内を送付した。
４．行事委員会
１）2017年つくば大会の開催について
会場は研究交流会館を予定しており、産総研が共催することで1年前から申し込める。2017年9月15－16日を第一希望、22－23日を第2希望とする。大会委員長は産総研の宍倉氏で内諾済み、その他関係する産総研メンバーが実行委員となる。巡検の可否については2016年の総会で会員からの要望を聞いて決める。
２）2016年（大槌）大会について
・現在の申込者数は14人と非常に少ない状況である。各方面に広報を進める。
・5月1日から申し込みを受け付ける非会員の参加費は4000円とする。
・ワークショップ企画案
　津波災害を記録し継承する小さな博物館機能を地域に設置するとしたらどのような形がありうるかを、関心のある地域住民と歴史地震研究会会員が協同して検討する。
1） 展示物事例の紹介（4作品）
2） 講師2名（饗庭伸氏、川島秀一氏）
3） グループワーク
4） 発表
などから構成する2時間のプログラム。
・懸念される事柄
　1) 大槌町民の参加人数確保。
　2) 歴史地震研究会会員に大槌の基礎情報を知らせる時間がない。
　3) 議論がどこまで深まるか。
　4) 2時間という時間は標準プログラムに較べて非常に短く時間不足が懸念される。
以下の議論がなされた。
ワークショップを運営するファシリテーターのあてはあるのか？
＞4-6名程度の候補者がいる。参加者がそれほど多くなければ確保できる。
ワークショップの運営経費は？
＞岡村行事委員長が財団から受けている研究費によるプロジェクトとの共催にして、主な経費はそちらから出すことを考えている。運営上は歴史地震研究会のサポートも欠かせないので、そのことを明示する。また大槌にある東大・大気海洋研究所に連絡をとり、WS参加の意思などを確認する。
歴史地震研究会の標準的会員の意欲を高める工夫が必要と考えられる。
会員がもっている基礎的情報で役立つものを引き出す工夫も必要。
「災害体験の継承」ならば多くの歴史地震研究会会員も興味がある。
主要なテーマを「被災」か「復興」かいずれかに絞った方がよい。
５．次回幹事会の日程
2016年5月 20日 (金)、17時から地震予知振興会会議室
以上
